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理

幡

谷

明

現
代

に
於
け
る

一
つ
の
重
要
な
課
題

は

「實
存
」
E
x
i
s
t
e
n
z
 

の
確
立

の
問

題

に
あ

る
。

ハ
ィ
デ

ッ
ガ
ー
は
そ
れ
を
存
在
論
的
 
o
n
t
o
l
o
g
i
s
c
h
 

な
方
向
に
、

ヤ

ス
パ
ー

ス
は
超
越
的
 
t
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
t
a
l
 

な
方
向
に
定

立

す

る

が
、

注

意

す

べ
き
黙

は
爾
者
が
西
鰍
文
明

の
根

本
的
基

調
を
形
成
し
て
ゐ
る
基
督
教

を
中

核
と
し
て
そ
れ
に
背
反
的

で
あ
る
か
又
は
随

順
的

で
あ
る
か
に
あ
る
。

基
督
教

は
佛
教
の
般
若
縁
起
の
思
想
と
比
較
す
る
場
合
、
絶
麹
否
定
 
P
r
a
s
a
j
y
a
-
p
r
a
t
-

カ
タ
チ

is
e
d
h
a
 的
空
性

の
原
理
を
見
出
す

こ
と
が
困
難

で
あ

り
、

何
等
か

の
態
に
於

て
相
野
的
有
的
で
あ

る
と
い
ふ
限
界
性
を
有
す
る
。
故

に
佛

教
に
於
け

る
實
存

の
在
り
方
を
問
題

と
す

る
場
合
、

所
謂
實
存
哲
學
に
依
り
て
解
繹
付

け
る
と

い

ふ
方
法
論

は
誤
謬
で
あ
り
、

佛
教
學

の
獨
自
的
な
立
場
方
法
論
に
依

る
べ
き

で

あ

る
。
此
問
題
は
長
尾
博

士
に
依

り

て
、
唯
識
哲
學

に
於

け

る

「
顯
現
者

」

k
h
y
a
t
r
 
の
概
念
を
以

て
明
謹
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

(理
観
)

縁
起
↓
四
諦
八
正
道
 
(
事
行
)
 
慧
 
p
r
a
j
n
a
↓
智
 
j
n
a
n
a
 
と

い
ふ
圖
式

が
顯

示
す

る
如

く
、
佛
教
は
常
に
主
謄
的
實

陵
的
な

立
場

に
安
立
し
、

輩
な
る
認
識

論

に
留
る
も
の
で
は
な

い
。
佛
教
的
實
存

と

し

て

の

「
顯
現
者
」
も

亦
韓
依

a
c
r
a
y
a
s
y
a
 
p
a
r
a
v
r
i
t
t
i
h
,
 
c
o
n
v
e
r
t
i
b
i
l
i
t
y
 
な
り
行
道
 
c
a
r
y
a
p
r
a
t
i
p
a
d
,

p
ray
og
a
m
a
r
g
a
 
加

行
道
=
b
o
d
h
i
t
a
t
t
v
a
c
a
r
y
a
 

菩
薩
行

に
於

て

の

み

施

設

せ
ら
れ
、
具
燈
的
に
は
難

染

・
盧

妄
分
別

の
存
在
が
自
ら
の
根
擦

の
無

で
あ

る
こ
と

の
自
蝿
を
媒
介
と
す
る
。

所

で
佛

教
的
實
存

と
し
て
今

一
つ

「
實
有
」

s
a
tya
 b
h
a
v
a
 な
る
概

念
が
想
定
せ
ら
れ
得
る

の
で
は
な
か
ら
う

か
。

S
a
tya
 は

く
 
a
s
 

の
現
在
分
詞
で
あ
る
 sa
t+
y
a
 で
、
t
r
u
e
,
 
r
e
a
l
,
 

a
c
t
ua
l

等

の
意
味

で
、
眞
實

は
現
實

に
樹

し

て

又
現
實

其
自
膿

に
於

て
成

立
す

る
。

實
存

の
問
題

は
普
遍
的

で
な
く
個
別
的
で
、

眞
理
 
W
a
h
r
h
e
i
t
 

よ
り
も
、

眞
實

W
a
h
rh
a
f
t
i
g
k
e
i
t
 

に
關

係
す
る
。

眞
實
其
も

の

の
人
格
的
表
現
即
ち
無
之
有

と
し
て
如
來
 
ta
t
ha
+
a
g
a
ta
 の
方
便
誘
引

に
依

り
、
眞
實
其
も

の
の
根
源

に

如
去
 
ta
th
a
+
g
a
ta
 し

て
ゆ
く
以
外
に
虚
妄
的
存
在
が
盧
妄
的
存
在
で

あ

る

が
ま

ゝ
に
眞
實

で
あ
る
と
い
ふ
在
り
方
は
あ
り
得
な

い
。
b
h
a
v
a
 は

箪

な

る

存
在
 
b
h
a
v
a
 と
匿
別
せ
ら
れ

た
具
六腿
的
存
在

と
し
て
の
有
情

を
意
味
し
、
原

始
佛
教

で
は
三
界

の
有
情
印
ち

「
欲
界
内
存
在
」

と
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
。

欲

界
内
存

在
と
し
て
の
現
存
在
は
、
無

明
 
a
v
i
j
j
a
 

を
根
擦

と

せ
る
行
を
中
核
膿

と
し
て
成
立
ち
 
up
a
d
a
n
a
 (h
a
n
g
in
g
,
 
l
i
n
g
i
n
g
 

o
r
 
a
t
t
a
c
h
e
d
 

to
)
 的
に

存
在
す
る
。
曇
鷺
の
論
註
 (巻
上
・
清
浮
功
徳
)
 の
表
現
を
以
て
す
丸
ぜ

ハ

ーノ
ー

ノ

ノ

ニ
シ
テ

ク

カ
ン

ス
ル
ガ

ク
ナ
リ

ケ
ン
ノ

ラ

「三
界
是
虚
偽
相
是
輪
韓
相
是
無
窮
柑
、
如
二
駅
蟻

循
環
輔
如
二
篇
繭

自

ス
ル

縛
こ

な
る
態
に
於

て
三
界
顛
倒

の
不
潭

に
締
著

し
、

悪
無
賑
匪
に
輯
麺
 
W
e
-

s
e
n
sk
re
isla
n
f
 界
に
流
韓
す

る
。
阿
毘
曇
教
學

に
來

つ
て
そ
れ
は
更

に
業
有

と
し
て
規
定
せ
ら
れ
る
が
ハ調
伏
天
唯
識
三
十
頽
繹
論

で
は
異
質
的
な
襯
黙
か

ら
、
三
義
を
有
す
る
 
p
u
d
g
a
l
a
-
(
1
)
満

ち
て
衰
滅
す
る
義
(
2
)
趣
 

(五
趣
・
六趣
)

に
趣
く
義
(
3
)
引
業
と
満
業
に
よ
り
趣
に
趣
く
義
-
と
し
て
考
察
せ
ら
れ
る
。

阿
毘
曇
は
存
在
の
本
質
内
容
の
規
定
付
け
を
、
調
伏
天
は
分
別
的
存
在
の
假

説
を
主
題
と
す
る
が
、
業
を
中
核
罐
と
せ
る
有
即
ち
五
取
藏
的
存
在
と
し
て
假

(和
合
)
 な
る
在
り
方
に
人
間
存
在
を
追
求
す
る
黙
に
於
て
は
同

一
で
あ
る
。

か
ゝ
る
業
有
は
囁
論
の
分
別
自
性
縁
起
と
愛
非
愛
縁
起
の
根
擦
で
あ
る
阿
頼
耶

識
に
依
る
愛
憎
違
順
の
存
在
に
他
な
ら
な
い
。
先
に
現
存
在
を
欲
界
内
存
在
と

し
て
規
定
し
た
が
、
原
始
佛
教
に
於
て
は
三
界
は
未
だ
明
確
な
場
所
的
概
念
を

實

右
り
の
論

理
 
(
幡

谷
)
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實

有

の
論
理
 
(
幡

谷
)

意
味
せ
ず
、

世
間
 
l
o
k
a
 

に
關
し

て
も
器
世
間
 
b
h
a
j
a
n
a
 は
有
情
世
間
に
遇

し
て
素
材
的
意
味
し
か
有
せ
ず
、

三
界
も

三
有
に
還
元

・
包
搬

せ
ら

れ
た
態

に

於

て
考

へ
ら
れ

て
ゐ
る
。

有
と
界
と
が
夫

々
獨
自

の
意
味
内
容
を
持

ち
來

つ
た

の
は
唯
識
教
學

で
あ
る
。

法
法
性

分
別
論
 
(
第
七
節

法

へ
の
悟
入
)
 等

は
爾
者

を
依

止
 
p
r
a
t
i
s
t
h
a
=
p
a
d
a
 
即

ち
能
依
 
a
c
r
i
t
a
 

と
所
依
 
a
cra
y
a
 の
事

と
し

て
考
察

し
、
器
世
間
 
(
l
o
k
a
d
h
a
t
u
 

世
間
界
)
 も
素
材
的
意
味
と
し
て
で
な
く
、

有
情
世
間
 
(sa
g
v
a
d
ha
tu
 有
情

界
)
 の
顯
現
態

と
し
て
積
極
的
に
把
握
す

る
。

願

生
道
を
解
明
せ
る
浮
土
論

で
は
 
r
e
a
l
i
t
y
 

の
態

に
論

理
化
せ
ら
れ
る
。

而
も

二
世
間

の
論
理
に
於

て
根
抵

を
爲
す
も

の
は
阿
頼
耶
識

即
ち
主
禮
性

の
韓
依

の

論

理
、
實
睦
的
究
極
的

に
は
廻
向
 
p
a
r
i
n
a
m
a
 

の
論
理

で
あ

る
。

韓
依
乃
至

廻
向

の
論
理
に
中
襯
哲
學

の
根
本
的
立
場

で
あ
る

二
諦
説
も
思
想
的

に
内
包
せ

も

も

ら
れ
統

一
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
現
存

在
が
眞
に
實
有
 
s
a
t
y
a
 
b
h
a
v
a
 

た
り
得
る

こ
と
は
、
欲

界
内
存

在
が
勝
過

三
界
な
る
佛

國
土
を
根
抵

に
自
畳
し
、

如
來

の

撮
取
不
捨

を
身
謹

し
つ

ゝ
滅
道

に
樹
向
し
て
ゆ
く
立
場

に
立
脚
す
る
。

然
し
欲

界
内
存
在
の
根
擦
を
爲
す
無
明
 
a
v
i
d
y
a
 
は
、
明
 
v
i
d
y
a
 
を
所
覆
 
s
a
m
v
r
t
a
,

u
n
d
e
r
 
t
h
e
 
s
u
r
f
a
c
e
 
と
し
て
能
動
的
に
覆
障
 
s
a
m
v
r
t
i
 
す
る
。
月
構
の
入

中
論
第

六
章

に

「
自
性
を
障

ふ
る
が
故
に
無
知
な

る
こ
と
が
世
俗

で
あ
る
」
と

顯
示
さ
れ
、

三
垢

の
雲
霧

は
眞
實
信

心
な

る
佛
性
を
覆
障
し
、

無
明
煩

拶
は
如

實

智
見
を
障

眼
す

る
。

か
く
 
v
id
y
a
,
 
p
r
a
j
n
a
 

の
敏
如
態

と

し

て
で
な
く
寧

ろ
背
反
的
で
あ

る
 
a
v
id
y
a
 の
根
源
的
自
畳
は
、

v
id
y
a
,
 
p
r
a
j
na
 と
し
て

の

如
來
が
逆
樹
賑
的

に
働
く
 
(
s
a
m
v
r
i
t
t
i
=
世

俗
)
 こ
と
に
依

り

て

の
み

可
能

で
あ
る
。

浮

土
教

の
本
願
 p
u
rv
a
-
p
r
a
n
i
d
h
a
n
a
 

が
、

語
源
的
に
(
1
)
根
本
的
(
2
)

先

行
的
 
(
=
宿
願
)
 で
あ
る

こ
と
も

そ
れ
を
明
謹
す

る
。
そ

こ
に
人
間
存
在

の

根

源
で
あ

る
無
明
 U
n
g
ru
n
d
 を
身
讃

し
、
善
導

の
観
経
四
帖
疏
 
(
散
善

義
)

○
ニ

リ

ノ

ズ

シ

ト

ヘル

の

二
河
警

に

「
既

有
二
此
道

一
、必
鷹

二
可
度

ご

と
示
さ
れ
、

親
縫

の
歎
異
鉛

に

「
佛

か
ね
て
し
ろ
し
め
し

て
、
煩
惱
具
足

の
凡
夫
と

お
ほ
せ
ら
れ
た
る

こ
と

な

れ
ば
、

…
…
い

よ
く

大
悲
大
願

は
た
の
も

し
く
、

往
生
は
決
定
と
存
じ
さ

ふ
ら

へ
。」

と
嘆
ぜ
ら

れ
る
如
く
、

光
明
智
慧
な

る
如
來
を
信
知
す

る

は

常

に

「
既

に
」

乃
至

「
か
ね
て
」

と
い
ふ
態
と
な

る
。
囁
論
所
知
依
分
及
び
成
唯
識

論

巻

二
の
聞
蕪

習
 
c
r
u
t
a
v
a
s
a
n
a
 

の
論
理
に
於

て
、
阿
頼
耶
識

の
自
髄

と
し
て

の
盧
妄

分
別
の
無
始
時
來
性
と
、

阿
頼
耶
識

の
所
擾
な
ら
ざ
る
無
漏
種
子

の
無

始
時
來
性

と
が
論
讃
せ
ら
れ
る
所
詮
も

そ
こ
に
存
す
る
。

而
も
そ

こ
で
難
染

の

基

鐙
と
し

て
の
盧
妄

分
別
が
そ
れ
自
鐙
自
己
否
定
的
に
空
性
に
關
係
す
る

こ
と

に
依

り
て
空
性

の
成

立
の
根
擦
と
な
る
面
と
、
浮
法
界
等
流

の
聞
蕪
習

の
面
と

が
見
出
さ
れ
得
る

こ
と
は
、

淫
土
教
的
に
表
現
す
る
な
ら
ば
自
力
無
敷

の
自
畳

に
於

て
他
力
廻
向

の
信
知
が
成
立
す

る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
眞
如
 
ta
t
ha
t
a

が
澤

法
界
等
流

の
教

法
及
び
如
來
と
し
て
如

來
 
ta
t
ha
g
a
ta
 す
る

こ

と

は
、

心
性
説
即
ち
佛
性
論
な
る
自
畳
的
態
に
如
來
藏
 
ta
th
a
g
a
ta
-
g
a
r
b
h
a
 

と
し
て

把
握

せ
ら
れ
、

安
慧

の
中
邊
分
別
論
繹
疏

に

「
清
澤
に
す
る
と

云
ふ
の
が
清
淫

で
あ
り
、

從

つ
て
そ
れ
は
道
と
云
ふ
事

で
あ
る
」
と
説
か
れ
る
如
く
、

行
道
と

し
て
考
察

さ
れ
る
。

結
論
的
に
は
、
實
有

と
は
韓
依

と
し

て
の
主
鐙
性

の
確
立
、

如
來
藏

の
自
畳
、

無
倒
態
に
安
立
す

る
こ
と
で
あ
る
。

無
倒
態
と
は
正
定
聚
、

も

も

正
定
聚
は
そ

の
ま

ゝ
必
至
滅
度
 
n
ib
ha
n
a
 で
あ
り
、

三
定
死
及
び
道

の
自
畳

が
そ

の
ま

ゝ
必
慮
可
度
と
な
り
、
煩
悩
具
足

の
凡
夫

の
身
謹
が
そ

の
ま

ゝ
往
生

一
定
と
な
る
。

安

慧
の
中
邊
分
別
論
に
轄
攣
 
(
廻
向
 
p
a
r
i
n
a
m
a
)
 
を
「
結
び

つ
け
る
事
」
「
心
を
以

て
決
定
的
な

ら

し

む

る
」
と
繹
し
、

清
辮

の
般
若
燈
論

に

「
凡
そ
決
定

す

る

こ
ど
 
a
v
a
d
h
a
r
a
n
a
m
 は
勝
義
諦
に
於
て
あ
り
得
る
」

と
説
く
。

解
深
密
輕
に
顯
示
せ
ら
れ
る
如
く
、

佛
教
的
主
鐙
性
と
し
て

の
實

有

は
如
有
態

の
信
知
に
於

て
霊
所
有
的

に
菩
薩

の
行
道
を
實

蔑
修

習
し
て
ゆ
く
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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